
実測では、たばこの表面温度が200～300℃、中心部で
700～800℃、吸引時にはさらに約900℃に達すること
が示されています。見た目に赤みが消えても、内部に高
温の炭化層(くすぶり)が残りやすいのが特徴です。 
 
→このため「見た目で消えた」と判断しても、可燃物 
    に接触すると局所的に加熱・熱分解（発火準備）を 
 進め、後から火が出る可能性があります。 

たばこの吸殻は「小さな火種の集まり」であり、 
消えていない火が複数集まると熱がこもって再燃 
しやすくなります。 

 名古屋市中区では、過去10年（平成27年～令和
6年）の間、155件のたばこ火災が発生しています
（出火原因第1位）。たばこ火災のうち、いわゆる
“ポイ捨て”による火災は87件（56.1％）となって
おり、繁華街の道路上で多く発生しています。 


